
第
一
期
生
は
２
年
間
の
研
修

を
終
え
、
去
る
３
月
24
日
に
修

了
式
が
行
わ
れ
、
岩
瀨
理
事
長

か
ら
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

修
了
生
か
ら
は
「
研
修
で
は

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
栽
培

上
の
失
敗
も
今
後
の
糧
に
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
間
多

く
の
方
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
東

京
の
農
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
地
域
に
貢
献
で
き

る
魅
力
あ
る
農
業
を
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
な
ど
一

人
ず
つ
決
意
表
明
も
語
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
岩
瀨
理
事
長
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
東
京
都
農
業
振

興
事
務
所
の
小
金
井
所
長
、
東

京
都
農
業
会
議
の
角
田
専
務
理

事
、
JA
東
京
中
央
会
の
市
川
都

市
農
政
課
長
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
活
躍
へ
の
期
待

や
熱
い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

が
贈
ら
れ
た
。

第
一
期
生
の

取
組
姿
勢
を
手

本
に
、
第
二
期

生
の
５
名
も
就

農
に
向
け
て
ギ

ア
を
入
れ
替
え
て
き
て
い
る
。

各
自
お
お
よ
そ
の
営
農
計
画
を

構
築
し
つ
つ
、
既
に
３
月
か
ら

自
分
の
区
画
圃
場
に
お
い
て
将

来
を
見
据
え
た
独
自
の
就
農
モ

デ
ル
で
の
作
付
け
な
ど
も
開
始

し
て
い
る
。

２
年
生
に
な
る
と
農
家
派
遣

研
修
が
倍
増
す
る
た
め
、
ハ
ー

ド
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な

る
が
、
技
術
・
知
識
だ
け
で
な

く
就
農
予
定
地
域
の
環
境
特
性

の
把
握
か
ら
人
脈
づ
く
り
も
含

め
な
ど
、
地
域
か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
農
家
に
な
れ
る
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
熱
い
想
い
を
抱
き
な
が

ら
日
々
精
進
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
の
第
三
期
生
入

講
式
が
４
月
８
日
に
農
林
水
産

振
興
財
団
（
立
川
庁
舎
）
の
講

堂
で
行
わ
れ
た
。
新
研
修
生
は
、

20
代
か
ら
40
代
の
５
名
。

岩
瀨
理
事

長
か
ら
「
昨

今
、
コ
ロ
ナ

禍
や
国
際
情

勢
に
よ
り
、

私
た
ち
の
生

活
に
様
々
な
影
響
が
出
て
き
て

い
る
が
、
よ
く
考
え
本
質
的
に

や
る
べ
き
こ
と
を
押
さ
え
て
取

組
む
こ
と
が
必
要
。
皆
さ
ん
も

自
分
で
や
る
べ
き
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
。
自
分
の
考
え
を
よ
り

発
展
さ
せ
、
描
い
た
将
来
に
向

か
っ
て
し
っ
か
り
と
進
め
ら
れ

る
よ
う
財
団
を
挙
げ
て
応
援
し

て
い
く
。
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
い
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
た
。

ご
来
賓
の
東
京
都
農
業
振
興

事
務
所
の
渡
邊
所
長
、
東
京
都

農
林
水
産
部
の
野
瀬
課
長
、
東

京
都
農
業
会
議
の
角
田
専
務
理

事
か
ら
は
「
東
京
で
新
し
い
農

業
者
に
な
る
た
め
、
様
々
な
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
。
人
生
を
か
け
て
の
決
心
・

選
択
だ
と
思
う
、
そ
の
成
功
を

心
か
ら
祈
念
す
る
。
東
京
農
業

の
力
強
い
担
い
手
に
育
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
な
ど
多
く
の
激

励
を
い
た
だ
い
た
。

第
三
期
生
か
ら
の
声
を
一
言

ず
つ
紹
介
す
る
。
①
雨
宮
弘
直

（
八
王
子
市
）
さ
ん
は
、
期
待

４
と
不
安
６
だ
が
、
頑
張
っ
て

２
年
後
は
期
待
10
に
し
た
い
。

②
関
拓
真
（
西
東
京
市
）
さ
ん

は
、
不
安
も
多
い
が
勉
強
し
て

２
年
後
は
農
家
と
し
て
羽
ば
た

き
た
い
。
③
高
見
健
太
郎
（
東

村
山
市
）
さ
ん
は
、
子
供
た
ち

に
安
全
で
お
い
し
い
野
菜
を
届

け
る
た
め
に
、
２
年
間
頑
張
り

た
い
。
④
玉
川
敏
弘
（
八
王
子

市
）
さ
ん
は
、
２
年
間
し
っ
か

り
学
び
、
継

続
で
き
る
農

家
に
な
り
た

い
。
⑤
中
村

し
の
ぶ
（
八

王
子
市
）
さ

ん
は
、
ア
カ

デ
ミ
ー
の
新

た
な
歴
史
を

作
り
た
い
等
々
、

そ
れ
ぞ
れ
の

熱
い
思
い
が

述
べ
ら
れ
た
。

二
期
生
は
各
自
の
主
力
品
目

を
中
心
に
指
導
を
受
け
な
が
ら

主
体
的
に
管
理
を
行
う
。
三
期

生
は
夏
野
菜
の
基
本
的
な
栽
培

技
術
や
機
械
操
作
等
の
実
習
と

野
菜
栽
培
の
基
礎
的
な
知
識
習

得
の
た
め
の
講
義
な
ど
を
行
う
。

２
月
は
上
旬
と
下
旬
に
平
年

よ
り
気
温
が
や
や
低
い
日
が
み

ら
れ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
１
月

か
ら
３
月
ま
で
ほ
ぼ
平
年
並
み

に
推
移
し
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
開
花
は
３
月
20
日
と
平
年
に

比
べ
て
４
日
早
か
っ
た
。
降
雪

は
１
月
６
日
と
３
月
22
日
で
、

雪
害
は
な
か
っ
た
が
、
全
体
に

降
水
量
が
少
な
く
畑
が
乾
燥
気

味
で
あ
っ
た
。

（
転
入
）
井
出
野
勉
、
五
十
嵐
清

晃
、
（
採
用
）
小
山
亨
、
金
田
知

花
、
（
転
出
）
菊
池
正
人
、
（
退

職
）
小
山
知
生
、
望
月
美
江
。

研
修
農
場
で
は
、
研
修
状
況

等
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等

で
配
信
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ぜ
ひ
「
東
京
農
業

ア
カ
デ
ミ
ー
八
王
子
研
修
農
場
」

と
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！
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研
修
農
場
新
聞

東京の農業振興と農地保全を担う研修生と共に

令和４年度の
研修スタート

東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王
子
研
修
農
場
は
開
設
３
年
目
と

な
り
、
こ
の
４
月
か
ら
第
三
期
生
と
新
た
な
職
員
ス
タ
ッ
フ
を

迎
え
、
10
名
の
研
修
生
に
実
践
的
な
研
修
活
動
を
始
め
た
。

（１月）
・4日仕事始め、18日進行管理
・20日八王子市内農地視察、26日アゴラ造園視察
・27日日の出町農地視察、29日内定者説明会
・フードバンク提供 7、14、19、21日
（２月）
・１～15日農道地の伐採工事、15日農業会議打合せ
・16～17日小型車両系建設機械特別教育
・21日農業振興事務所とJA東京中央会へ就農挨拶
・フードバンク提供 2、14、16、18、25、28日

（３月）
・7日及び15日国立市役所 11日臨時職員採用面接
・18日研修成果報告会 24日一期生修了式
・フードバンク提供 2、4、7、11、14、16、18日

新
た
な
門
出
を
祝
し
て

１～３月の主な出来事・作業

式典後に第1期生を囲んでの記念撮影

職
員
の
異
動
等

こ
れ
ま
で
の
天
候

今
後
の
予
定
な
ど

第
三
期
生
入
講
式

第
二
期
生
の
意
気
込
み

住所：東京都八王子市大谷町1013 電話：042-649-3444

八王子研修農場

専用ホームページ

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報

魅力ある農業の実現を！


